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北病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　　２月　　１０日　（土）
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・第６回小坂Dr勉強会が15:30より病院２階会議室にて行われます。今回のテーマは「病院勤務者と煙草」となっています。北病棟での対象者は2/15（木）紫波Ns、2/22（木）荒木田Ns・番地CWです。時間厳守で参加するようにしてください。予定を変更しての参加でもかまいません。やむを得ず全日程不参加となる場合は、当日の担当者ではなく佐々木G.O.Mまで連絡するようにしてください。

＜患者様連絡事項＞

・船場　幸子様～本日13:00～14:30買い物の為ご家族付き添いにて外出に行かれています。ラジオや衣類購入されています。帰院後は疲労感なく病棟日課へ取り組まれています。今後も、疲労感の有無は確認していきましょう。

・伊藤　義彦様～小遣い受け取り方法の決定などのため、ご家族へ面会していただくよう電話連絡していますがまだ連絡が取れていません。本人もいつ連絡が取れるのかわからないとのことです。引き続き日勤帯、準夜帯にて電話連絡をすることとしています。

・沢田　三朗様～本日9:30～2/11（日）15:30の日程でご家族付き添いにて外泊へ行かれています。玄関掃除をすることや家族との交流をすることを課題としています。帰院時には外泊中の様子や課題の達成度について本人・ご家族より確認していきましょう。また、帰院後準夜帯にて気が遠くなる等の発言聞かれることある為、疲労感の有無の観察・確認もしていきましょう。

・大下　良悦様～物忘れ・集中力の低下・動作の緩慢さ見られ行動の途中で止まっていることあります。声掛けにて日課等行うこと出来ていますが、本人が今やっていることを認識し、それについて的確な処理をし、行動化できるように意識することを心掛けていけるよう関わりながら傾聴し、引き続き声掛けや介入をしていきましょう。

＜服薬自己管理評価表確認＞

服薬チェック表の記入漏れのある方について意見交換しています。

・坂本　のり子様～ナイトプログラム終了後は自室にて休んでいること多く、就床前薬を飲むこと自体を忘れていることあり声掛け要しています。日中の眠気もある為、主治医問診にて次回の定期薬より就床前薬ユーロジン(2)が止めとなる予定です。今後は、夜間の睡眠状況・早朝起床等の回数等把握していきましょう。

・吉田　富秋様～服薬行為が身についていない様子伺えます。「薬方を見せる→飲む→チェック表記入」の一連の流れが出来るよう声掛けして関わっていき、習慣化出来るように検討していきましょう。

＜避難訓練説明＞

2/16（金）13:30より夜間想定での避難訓練が実施されます。病棟実施者は岩藤Ns・番地CWとなっており、その他のスタッフは所々に立ち実施状況を確認し、評価することとなります。

《一連の流れ》

１、出火場所の確認

①火災ベルが鳴ったら、火災受信機で出火場所を確認する。

２、消火器を持って出火現場の確認

①閉鎖病棟信号とわかったら、南病棟へ行き火災受信盤で出火場所を確認に行く。

（途中で誰かにあったら、口頭で聞く。）

残留スタッフは患者様をホールへ集め待機する。

②東病棟へ行き、各病室、トイレ、談話室、洗濯室を確認する。

③喫煙室を開けて、火事だと分かったら大声で「火事だ！火事だ！」と２回叫ぶ。（発見したスタッフ）

スタッフ１名は残留スタッフへ情報伝達し、自棟患者様を各ホールへ集め待機しておく。
３、初期消火

①消火器にて初期消火を行う。

②初期消火失敗で、喫煙室のドアを閉める。

４、出火棟の避難誘導

　①喫煙室が火事である事を告げる。（すでに知らされているかも知れないが。）

　②他職員と一緒に東病棟患者様を本部側と南Ａ玄関側に避難誘導する。誘導後は自棟へ戻る。

５、自棟への情報伝達

①東病棟喫煙室が出火場所であり初期消火失敗の為、１階玄関までの避難誘導が必要な事を患者様に伝える。

５、非常口の解錠

　①電気錠にてスイッチを解錠する。（訓練時は解錠しない。）

６、区画形成

①防火ドアは手で引っ張って閉める。

７、避難誘導

①患者様を1階玄関前まで避難誘導する。自力歩行出来ない患者様は車椅子、シーツや抱く、背負う等の方法で避難介助する。

８、残留者なしの確認

①各病室・トイレなど残留者がいないか確認し、確認した部屋はドアを閉める。（戸を閉める事によって残留者なしとする。）

９、人員の確認

①避難場所人員の確認しチーフへ伝える。

　②報告を受けたチーフは防災対策本部へ報告する。
病棟からの意見として

· スタッフ２名では困難な為、自治会会長などへ協力を依頼してはどうか。

· 避難訓練当日は歯科受診者が３名いるが、人員の報告時はどうするのか。

など出ています。防災委員の方で再度確認することとしています。


































